
 

成果の説明書 

(氏名) 金 艶華 (学部) 経済学部 

１ 重要事項 

 

【研究関連】 

・医薬品は人の命と直結するものであるため、研究開発はもちろん、流通と物流も非

常に重要な研究課題である。医薬品物流業界は近年その変化が大きいゆえに、最新

動向の調査を行う必要がある。今年度は主に医薬品物流業界の現状と課題などにつ

いて、情報収集と文献サーベイを行った。 

・「国際高等教育シンポジウム」に参加し、諸大学の教員と日中の高等教育制度につい

て情報交換を行った（中国常州機電職業技術学院主催、2024/08/05）。 

・「異文化経営学会第 4 回国際人的資源管理(IHRM)部会」の総合司会を務めた

（2025/01/11）。 

 

【教育関連】 

・受講生に「本講義で学びたいこと」についてアンケート調査を行い、学生が興味・

関心を持っている内容を積極的に授業に取り入れるようにした。 

・学生に授業で学んだことが実社会のどのような実践に役立つかということを意識さ

せるために、授業内容と社会との接点をできるだけ多く持たせるように工夫した。 

・第１期のゼミ生を迎え、ゼミ活動を開始した。 

・ゼミ生のプレゼンテーション能力を鍛えるため、与えられた課題に対して、自ずと

情報の収集・整理・分析・表現の方法を学べるように促した。 

・「第 13 回学長杯プレゼンテーション大会」の審査員を担当した（経済学部ゼミナー

ル協議会主催、2024/12/07）。 

・「学生懸賞論文」の査読を担当した（経済学会主催）。 

 

２ その他の事項 

・ゼミナール説明会に参加した（経済学部ゼミナール協議会主催、2024/04/05）。 

 

３ 次年度以降の計画・抱負 

 

【研究関連】 

・医薬品物流関連の調査を継続し、研究成果を論文などで公表する。 

 

【教育関連】 

・学生の意見を募りながら双方向的なディスカッションを行い、学生の理解が定着し

たかを確認しながら授業を進めていく。 

・他大学との合同ゼミ、専門分野のコンペティションへの参加、物流施設の見学など

を通して、ゼミ生と他大学の先生や学生との交流の場を設ける。 

 

 

 


